
　新興国の経済は勢いを増し、世界経済は大きな転換期を迎えています。世
界各地で都市化が進行し、インフラ整備が急務になるとともに、移動手段とし
てのモビリティへのニーズも高まっています。グローバルに展開する自動車
メーカーとして、日産にはすべての人にモビリティを提供し、持続可能なモビ
リティ社会を実現するという大きな目標があります。その達成に向け、世界の
あらゆる市場で商品を提供すべく、事業を地理的に拡大するとともに、開発か
ら部品・資材調達、製造、物流、販売に至るすべてのバリューチェーンをグ
ローバルに展開しています。

　こうした企業活動を行っていくうえで、日産は自らの持続的な利益ある成長
が不可欠なものだと考えています。利益ある成長は、雇用創出や地域の発展
など社会全体の経済的発展に貢献します。日産は企業としての経済的な価値
を最大かつ持続的なものにするために、中期経営計画「日産パワー88」を掲
げ、実行しています。また、「人々の生活を豊かに」という企業ビジョンを掲げ
る日産は、技術革新に常にチャレンジし、ゼロ・エミッション車をはじめとする
新たな市場を創出するなど、社会全体に対する価値を生み出していきます。そ
して、その成果を多くのステークホルダーと共有していきます。

経済的貢献
車両生産拠点

〈2015年3月末時点〉

21ヵ国・地域
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取り組みの柱 目標 進捗確認指標 2013年度実績 2014年度実績 評価 次年度以降の取り組み 長期ビジョン

企業としての利益ある成長を加速 「日産パワー88」を実行・推進し、2016年度末までに連
結営業利益率8%、グローバルマーケットシェア8%を
達成する

連結営業利益率
（連結会社、中国合弁会社比例連結ベース）

5.3% 5.8% ✔✔ 2015年度業績見通し
6.3％

持続的な利益ある成長を目指し、あらゆるステークホ
ルダーに長期的な価値を提供し続ける

グローバルマーケットシェア 6.2% 6.2% ✔✔ 2015年度業績見通し
6.5％

*2015.5決算発表時点 *2015.5決算発表時点 *2015.5決算発表時点

CSRスコアカード

経済的貢献

  GRI G4 Indicators
  G4-6 

　年間を通じたCSR推進の管理ツールとして「CSRスコアカード」を作成して、「サステナビリティ戦略」ごとの活動の進捗状況を確認し、レビューを行っています。ここでは「CSRスコアカード」のうち、
日産が現在実行している事業活動の価値観や管理指標についてご紹介します。

2014年度目標に対する達成度　✔✔：達成　✔：ほぼ達成　×：未達成
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　日産は事業を通じて、社会の経済的発展に貢献するとともに、
社会の成長を持続可能なものにすることを目指しています。そ
の実現に向け、2016年度までに実行すべき、明解かつグローバ
ルなビジョンと具体的な戦略を示したのが中期経営計画「日産パ
ワー88」* です。日産は企業価値を最大化するため、この計画で
掲げられたそれぞれの戦略を着実に実行していきます。

　日産グループは日産自動車株式会社とその子会社、関連会社
およびその他の関係会社で構成されています。主な事業として
は、クルマや部品を製造・販売する自動車事業とボートや部品を
製造・販売するマリーン事業があり、販売活動を支援するための
販売金融サービスも行っています。
　世界的な本社機能として「グローバル本社」を設置し、各事業
への資源配分を決定するとともにグループ全体の事業を管理し
ています。またグループを「日本・アジア・オセアニア」「中国」「北
米」「中南米」「欧州」「アフリカ・中東・インド」という6つの地域に
分けたマネジメント・コミッティによる地域管理と、研究・開発、購
買、生産といった機能軸による地域を超えた活動を有機的に統合
した組織により運営しています。

　日産は自動車産業に大きく貢献する企業として世界をリード
する役割を担っています。世界中の人々に最適なモビリティを
提供する使命があり、持続可能なモビリティ社会の実現に向
け、さまざまな課題の解決に貢献する必要があります。またイ
ノベーションを通して新しい価値を創造し人々に提供すること
も日産の重要な目標です。こうした使命を果たすためにも企
業として利益ある成長を持続することが不可欠です。中期経
営計画「日産パワー88」は企業として成長を加速させる意欲的
な計画です。企業としての実力を100%引き出すことで、社会
全体に対しても雇用創出をはじめとする価値を生み出したい
と考えています。同時に、重点分野および市場への戦略的な
投資も継続しています。今後も適切な利益確保に努め、社会に
対する価値創造を継続的に高めることを目指します。

重点分野および市場への戦略的な投資
　グローバル市場における日産の成長を加速させるには、事業
と市場を拡大し、世界のあらゆる市場でお客さまのニーズに合っ
た商品を提供する必要があります。その実現にはグローバルに
展開する生産体制を増強し、日産のモノづくり機能を拡充しなけ
ればなりません。
　日産はニッサン、インフィニティに続く第3のブランドであるダッ
トサンを復活させました。高い成長を続ける市場で将来の成功を
夢見るすべてのお客さまに、ダットサンはクルマのある豊かな生
活を提供します。2014年3月、インド市場では、ダットサン「GO」
に続きダットサン「GO+（ゴープラス）」を発売しました。また、イン
ドネシア市場では、MPVのダットサン「GO+ Panca（ゴープラス パ
ンチャ）」とハッチバックのダットサン「GO Panca（ゴー パンチャ）」

経済的貢献への取り組み 企業としての利益ある成長を加速

推進体制

の販売を開始。このモデルは、西ジャワ州プルワカルタの新工場
で生産されています。ロシア市場に向けてはロシアのお客さまの
ニーズに合わせてデザイン・開発した4ドア5人乗りセダン、ダット
サン「on（オン）-DO（ドー）」とハッチバックのダットサン「mi（ミ）
-DO（ドー）」の販売を開始。生産は、ルノー・日産アライアンスと
パートナーシップを組んでいるアフトワズのトリアッティ工場で行
われています。ダットサン・ブランド第4の市場となる南アフリカで
は、2014年10月にダットサン「GO」の販売を開始しました。
　インフィニティにおいては、米国テネシー州デカード工場で、
インフィニティ「Q50」とメルセデス・ベンツ「Cクラス」用2.0リッ
ター4気筒エンジンの生産を開始しました。ルノー・日産アライア
ンスとダイムラーAGの提携により、最大稼働時の生産能力は年
間25万基規模となり、400名の新規雇用が想定されています。
ダイムラーAGとの提携では、メルセデス・ベンツおよびインフィ
ニティ向け次世代コンパクトカーの共同開発を発表。さらにメキ
シコ中北部アグアスカリエンテスに新工場を共同建設することで
合意しました。年間生産能力は30万台に達する予定で、2021年
の本格稼働時までに、新たに約5,700名の雇用を創出する見込み
です。また、メキシコのサプライヤーベースを拡大し、高い現地
調達率を実現します。
　高級車へのニーズが高まっている中国市場では、日産自動車
株式会社と東風汽車有限公司との戦略的パートナーシップを
さらに前進させ、東風インフィニティ汽車有限公司（以下、東風
インフィニティ）を正式に発足させました。中国のラグジュア
リーカー市場でともに発展していくことを決意したものです。
東風インフィニティは「一つの戦略、一つのブランド、一つの
チーム、一つのチャンネル」という経営方針のもと、インフィ
ニティ・ブランドを展開していきます。インフィニティ・ブランドと
して中国での現地生産第1号車となるインフィニティ「Q50L」の

*  「日産パワー88」に関する詳細はウェブサイトをご覧ください

  website
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販売を開始。生産をスタートした湖北省の襄陽工場は、生産能力
を年間25万台に増強しており、そのうちの6万台はインフィニ
ティ・モデルの生産を担います。日本、米国に続く、インフィ二
ティ3番目のグローバル生産拠点として、商品ラインアップを一
層強化しつつ、中国事業のさらなる発展と拡大に取り組みます。
　日産は、アフリカや東南アジアなど高成長を続ける市場でも事
業を拡大し、生産ラインを拡充しています。ナイジェリアでは「パ
トロール」の生産を開始、「アルメーラ」「NP300」の量産も始まり
ました。インドネシアでは330億円を投資し、プルワカルタ第2工
場を設立。インドネシアでの年間生産能力を25万台に拡大し、最
大3,000名の雇用を創出します。アジアにおける成長戦略に欠か
せないタイでは、サムットプラカーン県に同国で2番目となる工
場を開設。生産能力は年間15万台に達し、2,000名の新たな雇用
を創出します。同工場は次世代型ピックアップトラック「NP300ナ
バラ」のハブ工場となり、世界45ヵ国に向けて輸出する予定です。
中国では大連工場で「エクストレイル」の生産を開始。現在、年間
生産能力は15万台で、今後30万台にまで拡大する見込みです。

イノベーションマネジメント

　少子高齢化や環境問題などさまざまな課題を抱える予測不
可能な現代社会において、「将来のモビリティ社会に貢献する
新たな価値の創造」は日産の大きなミッションであると考えて
います。日本、米国、インド、ロシアにある研究拠点では、社会
のトレンドを見据え、将来の自動車社会に対応するための研究
を行っています。

NRWが日産イノベーションの礎
　新しい価値を発見・提案・提供できるイノベーションの礎とな
るのが、3つの柱からなる研究方法「NRW（Nissan Research 

Way）」です。1つ目の柱が「将来の技術動向と社会の価値観変化
を見極めること」。2つ目が「世界の智が集うオープンイノベーショ
ンの拠点になること」。そして3つ目が「戦略的領域で内部に高い
技術力を持つこと」。より高いレベルの「NRW」を実現させるた
め、革新的な研究を創出するマルチ・スペシャリストとしての人財
を大切にしています。
　2013年、ルノー・日産アライアンスは米国カリフォルニア州シ
リコンバレーに「Nissan Research Center Silicon Valley（日産総
合研究所シリコンバレーオフィス）」を開設。世界の先端企業や大
学の研究機関との連携が可能なオープンイノベーション拠点とし
て、将来のニーズに応える快適なモビリティ社会の実現に貢献す
る研究を進めることが可能となりました。
　主な研究分野としては、「安全でストレスのないモビリティの実
現のための自動運転車両の研究」「エネルギーおよび時間効率を
最大化する、インフラやインターネットなどの外部環境とつなが
る車両の研究」「自動運転車両やつながる車両で実現するモビリ
ティ体験を、より快適なものにするためのインターフェース技術
の研究」などになります。
　2015年、日産総合研究所シリコンバレーオフィスはアメリカ航
空宇宙局（NASA）エイムズ研究センターと、自動運転システムの
研究・開発を共同で行う5年間のパートナーシップを締結しまし
た。自動運転システムはもちろん、ヒューマン・マシン・イン
ターフェースや道路交通環境および宇宙で使用される高度な
ハードウェア・ソフトウェアなど、さまざまな技術の開発に向け、
協働します。自動運転技術を搭載したゼロ・エミッション車両を用
いる実証実験には、惑星探査車を遠隔操作するのと同様の技術

を適用。このパートナーシップにより自動運転技術の開発が加速
することが期待されています。

　日産はトムソン・ロイターが選定する「Top 100グローバル・イ
ノベーター」を2年連続で受賞しました。同賞は、トムソン・ロイ
ターが保有する特許データをもとに、先進技術や革新技術だけ
でなく普及につながる技術を分析し、全業種・全世界を通じて最
も革新的な企業・機関に与えられます。「特許数」「成功率（特許
登録率）」「特許ポートフォリオの世界的な広がり」「引用における
特許の影響力」という4項目から評価されますが、日産は「特許
ポートフォリオの世界的な広がり」「引用における特許の影響力」
の高評価に加え、「成功率」で大きくスコアを伸ばしました。
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株主・投資家の皆さまとの対話

　株主・投資家の皆さまは持続可能な社会をともに創造してい
くパートナーです。日産の事業活動を正しくご理解いただくた
め、IR（株主・投資家向け広報）活動においては迅速で透明性
の高い情報開示を継続的に行うことを基本としています。

株主・投資家の皆さまとのコミュニケーション
　株主・投資家の皆さまとのコミュニケーションとして、四半期
ごとの決算説明会に加え、機関投資家への個別訪問や証券アナ
リストとの取材対応を頻繁に行っているほか、会社主催の事業説
明会や証券会社主催のコンファレンスなどを通じて会社の状況な
どを積極的に情報開示しています。また、個人投資家向けに開催
される証券会社主催の会社説明会にも参加しています。さらに、
投資家向けのウェブサイトを運営し、随時最新情報を開示してい
ます。
　事業説明会では毎年、投資家・アナリストの関心が高いテーマ
を選び、各部門・地域のマネジメント層から積極的に情報提供し
ています。2014年度は、ルノー・日産アライアンスで取り組んで
いる新しい設計手法「コモン・モジュール・ファミリー（CMF）」*

や、アライアンスでの重要な取り組みのひとつである購買活動に
ついての説明会に加え、2014年度の日産の販売実績をけん引し
た北米市場の事業戦略についての説明会を実施しました。日産
は、長期的視野に立つ経営戦略や、競争力を強化するイノ
ベーションの導入、最新の市場動向などに関して、さまざまな機
会を通じて情報開示に努めています。

　日産への理解をさらに深めていただくため、今後もニーズに
合わせた適切な情報開示を実施していきます。

第115回株主総会
　第115回定時株主総会は、2014年6月24日、パシフィコ横浜
で開催され、1,617名の株主の皆さまにご出席いただきました。
株主総会後には最高経営責任者（CEO）であるカルロス・ゴーン
をはじめ執行役員以上が全員参加する懇親会を行い、対話の機
会を持ちました。また、これに先立つ6月21日には、抽選により
200名の株主の皆さまを追浜工場に招待して｢日産自動車技術体
験会｣を開催しました。
　株主総会は、日産の経営陣が株主の皆さまと直接コミュニ
ケーションをとれる貴重な機会です。株主総会や関連イベントを
通じて、株主の皆さまの意見に十分耳を傾けるとともに、疑問に
対しても十分な説明をすることで、信頼に応えていきたいと考え
ています。
　また、株主総会に際しては、株主の皆さまの日産への質問や意
見を事前に募集し、説明や報告、質疑応答を充実させる取り組み
を、2009年から続けています。
　2008年から開催している｢日産自動車技術体験会｣では、工場
生産ラインの見学やテストコースでの試乗体験などを通じて日産
の技術を体感していただくほか、役員との懇談の場を設定し、活
発な意見交換を行っています。株主の皆さまとの貴重なコミュ
ニケーションは、直後に行われる株主総会の大きな参考となって
います。

IR活動で外部から高い評価
　日産は、公益社団法人日本証券アナリスト協会主催の第20回
「証券アナリストによるディスクロージャー優良企業選定」におい
て、自動車・同部品・タイヤ部門の2位に選定されました。「ディ
スクロージャー優良企業選定」は、企業の情報開示向上を目的に
設立され、各業種のアナリストが、経営陣のIR姿勢、説明会、フェ
アディスクロージャー、コーポレートガバナンス、自主的情報開示
の5項目における評価を行います。日産は、説明会などでの適切
な質疑応答といったフェアディスクロージャーや、経営陣のIRへ
の積極的な取り組み、コーポレートガバナンスなどが高く評価さ
れました。

  page_41

*  「コモン・モジュール・ファミリー（CMF）」に関する詳細を掲載してい
ます

IR情報に関する詳細はウェブサイトをご覧ください

  website
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